
 

千葉大学医学部附属病院で神経内分泌肺癌の手術を受けられた 

患者の皆様、ご家族の皆様へ 

2025年 10月 14日 

呼吸器外科 

 

呼吸器外科では、他大学と共同で神経内分泌肺癌切除例における疫学ならびに再発・予

後を調査する研究を行っており、以下に示す方の診療情報等を本文書の公開日以降に利用

させていただきます。研究内容の詳細を知りたい方、研究に情報を利用して欲しくない方

は、末尾の相談窓口にご連絡ください。 

 

本文書の対象となる方 

2016年 1月 1日から 2024年 6月 30日の間に、本院あるいは研究参加施設で神

経内分泌肺癌への肺切除術を受けられた 20歳以上の方 

１．研究課題名 

「神経内分泌肺癌切除例における疫学ならびに再発・予後を調査する多施設共同後ろ向

き観察研究（CReGYT-06）」 

 

２．研究期間 

２０２５年承認日～２０３０年３月３１日 

この研究は、大分大学医学部倫理委員会の承認を受け、本院の病院長の許可を受けて

実施するものです。 

 

３．研究の目的・方法 

小細胞肺癌と大細胞神経内分泌肺癌を含む神経内分泌肺癌（Neuroendocrine(ニューロ

エンドクライン) carcinoma(カルシノーマ)：NEC）は肺癌全体の約 15%を占め、悪性度

が高く、予後も厳しいことが知られています。しかし、これまで NECに対する周術期の

知見は未だ十分ではありません。 

本研究では、NEC 患者さんに対する周術期の治療内容や予後に関する情報を全国の複

数施設から集めて解析し、周術期治療戦略の最適化や、個別化医療の発展に役立てるこ

とを目的としています。 

 



 

４．研究に用いる情報の種類 

本院におきまして、既に神経内分泌肺癌の治療を受けられた患者さんの診療記録（病

歴、抗がん剤治療の治療歴、副作用等の発生状況、カルテ番号 等）を調べさせていた

だきます。 

 

５．研究組織（情報を利用する者の範囲） 

【研究機関名、本学の研究責任者、研究担当者】 

研究機関：千葉大学医学部附属病院 

研究責任者：呼吸器外科 教授 鈴木秀海 

研究担当者：呼吸器外科 助教 豊田行英 

 

【研究事務局 研究機関名、研究責任者、研究担当者】 

研究機関：大分大学 

研究責任者：呼吸器・乳腺外科学講座 教授 小副川 敦 

研究担当者：呼吸器・乳腺外科学講座 助教 野田 大樹 

 

【その他 共同研究機関(順不同)】 

施設名 研究責任者 

山形大学医学部附属病院 塩野 知志 

山形県立中央病院 遠藤 誠 

兵庫県立がんセンター 西尾 渉 

福島県立医科大学 武藤 哲史 

大阪公立大学 宗 淳一 

聖隷三方原病院 棚橋 雅幸 

国立病院機構沖縄病院 河崎 英範 

県立広島病院 半田 良憲 

仙台厚生病院 鈴木 克幸 

大分県立病院 橋本 崇史 

神戸大学医学部附属病院 田根 慎也 

浜松医科大学 船井 和仁 

名古屋市立大学病院 奥田 勝裕 

市立福知山市民病院 池部 智之 



 

静岡県立静岡がんセンター 大出 泰久 

九州大学病院 竹中 朋祐 

関西労災病院 岩田 隆 

下関市立市民病院 水内 寛 

京都府立医科大学 井上 匡美 

国立がん研究センター 東病院 坪井 正博 

宮崎県立宮崎病院 平良 彰浩 

近畿大学医学部 津谷 康大 

広島大学 岡田 守人 

 

 

６．個人情報の取り扱いについて 

本研究で得られた情報は、氏名等の個人を特定するような情報を削除し、どなたのも

のかわからないように加工して、千葉大学医学部附属病院呼吸器外科および共同研究機

関において厳重に管理します。研究結果を学術雑誌や学会で発表することがありますが、

個人が特定されない形で行われます。 

本研究についてご希望があれば、他の研究対象者等の個人情報及び知的財産の保護等

に支障がない範囲内で、研究計画書及び研究の方法に関する資料を入手又は閲覧する事

ができますので、相談窓口までお申し出ください。個人情報の開示に係る手続きの詳細

については、千葉大学のホームページをご参照ください。 

（URL：http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/security/privacy.html） 

 

【患者さんの費用負担等について】 

本研究を実施するに当たって、患者さんの費用負担はありません。また、本研究の成

果が将来医薬品などの開発につながり、利益が生まれる可能性がありますが、万一、利

益が生まれた場合、患者さんにはそれを請求することはできません。 

  

【研究資金】 

 本研究においては，公的な資金である大分大学医学部呼吸器・乳腺外科講座の基盤

研究経費、寄付金を用いて研究が行われます。 

 

【利益相(りえきそう)反(はん)について】 

 この研究は，上記の公的な資金を用いて行われ，特定の企業からの資金は一切用い

http://www.chiba-u.ac.jp/general/disclosure/security/privacy.html


 

ません。「利益相反」とは，研究成果に影響するような利害関係を指し，金銭および個人

の関係を含みますが，本研究ではこの「利益相反（資金提供者の意向が研究に影響する

こと）」は発生しません。 

 

７．研究に関する相談窓口について 

本研究へ診療情報を提供するかしないかは患者さんご自身の自由です。従いまして、

本研究に診療情報を使用してほしくない場合は、遠慮なくお知らせ下さい。その場合は、

患者さんの診療情報は研究対象から除外いたします。また、ご協力いただけない場合で

も、患者さんの不利益になることは一切ありません。なお、これらの研究成果は学術論

文として発表することになりますが、発表後に参加拒否を表明された場合、すでに発表

した論文を取り下げることはいたしません。 

患者さんの診療情報を使用してほしくない場合、その他、本研究に関して質問などが

ありましたら、主治医または以下の照会先・連絡先までお申し出下さい。 

 

（代表機関の相談窓口） 

大分大学医学部 呼吸器・乳腺外科学講座 

〒879-5593 大分県由布市挾間町医大ヶ丘 1-1 

TEL：097-586-5854（代表） 

研究担当者：野田 大樹 

 

(当院の相談窓口) 

千葉大学医学部附属病院（病院長：大鳥 精司） 

〒260-8677 千葉県千葉市中央区亥鼻 1-8-1 

TEL：043-222-7171（内線 5464） 

研究担当者：豊田 行英 

 


